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改定蕨市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案） 

に対するパブリック・コメント概要 

 

１．案 件 

改定蕨市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案） 

 

２．募集期間 

令和２年２月１７日（月）～３月９日（月） 

 

３．意見の件数（意見提出者数） 

  ９件（２人） 

 

４．意見等の概要 

№ 
該当ページ 

及び項目 
意見の概要 市の考え方  

1 

P12 

防災拠点と

なる新庁舎

の整備 

防災拠点となる新庁舎は、

災害本部機能の維持と避難

所機能等の業務継続を行う

ため､災害時・緊急時のレジ

リエンス機能の向上が必要

となる。災害時のエネルギー

確保は必須であり、系統電力

からの電源供給と都市ガス

による空調や発電等による

多重化が必要と考えられる。 

新庁舎については、災害

時のエネルギー供給の観点

も含め、各エネルギーのメ

リット・デメリットなどを

踏まえて、最適なエネルギ

ー源の導入について、現在

基本設計で検討を進めてい

るところです。 

2 

P14 

学校体育館

へのエアコ

ン設置 

学校体育館は災害時避難

所等の防災拠点になるため、

照明・換気は系統電力、空調

等の熱源は都市ガスによる

停電対応型ヒートポンプと

するなどエネルギーの多重

化が必要になると考えられ

る。契約電力が下がり、平常

時のコストも抑制できる。 

 ご意見については、今後

の検討において参考とさせ

ていただきます。 

3 

P13・14 

基本目標Ⅱ 

豊かな個性

を育み子ど

もたちの未

来輝くまち 

蕨市で取り組まれている

「土曜塾」について記述がな

い。 

改定蕨市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略について

は、この期間での新たな動

きや充実するものなどを中

心に記載しております。 

なお、「土曜塾」は既に市

内７小学校区で開設が完了

しており、引き続き実施し

てまいります。 
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4 

P13・14 

基本目標Ⅱ 

豊かな個性

を育み子ど

もたちの未

来輝くまち 

障害のある児童・生徒への

取り組みについて、考えてい

ただきたい。 

改定蕨市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略について

は、上位計画である「コン

パクトシティ蕨」将来ビジ

ョンを基本に、市全体の施

策の中から国の「第２期総

合戦略｣等に合致した方向

性や施策等を抽出・追加し

ております。ご意見の障害

のある児童・生徒等への配

慮については、「コンパクト

シティ蕨」将来ビジョンに

基づき、取り組んでいると

ころです。 

また、外国人児童・生徒

への取り組みについては、

既に日本語特別支援教室な

どの取り組みを行っている

ところですが、基本目標Ⅵ 

「一人ひとりの心でつなぐ

笑顔あふれるまち」の「多

文化共生のまちづくりの推

進」のなかでも考慮してま

いります。 

5 

LGBT の児童・生徒への配慮

と周囲の理解について、考え

ていただきたい。 

6 

外国人児童・生徒への取り

組みについて、考えていただ

きたい。 

7 

P16 

③誰もが自

分らしくイ

キイキと暮

らし、活躍

できる環境

づくり 

「障害者入所施設の広域

的検討と暮らしの場確保策

の検討」に市内設置を含むこ

とを言及してほしい。 

平成 31 年 4 月に川口市に

入所施設が設置されたが、蕨

市に 13 名、川口市に 100 名

以上、埼玉県で 1,000 名以上

が入所を希望しており、川口

市・戸田市には新施設の計画

はない。 

現戦略では、「障害者入所

施設の広域的検討とグルー

プホームの整備」となってい

ることから、「みんなにあた

たかく」を実現してほしい。 

障害者入所施設の整備に

ついては、国の方針により、

新たな入所施設の建設は大

変難しい状況にあり、加え

て、運営法人や土地の確保

なども大きな課題でありま

す。 

そのため、引き続き、蕨

市も含めた南部障害保健福

祉圏域での広域的対応を基

本とした入所施設確保につ

いて研究、検討してまいり

たいと考えていることか

ら、現行の表現のままとさ

せていただきます。  

8 

P18 

蕨の玄関口

にふさわし

い蕨駅西口

再開発の推

進 

再開発ビルの誘致・整備に

あたっては、蕨市の玄関口の

ランドマークとして、省エ

ネ・省 CO2 に配慮しつつ、災

害対応も十分に検討する必

要がある。 

そのためには、平時・非常

平時の省エネ、省 CO2 や、

災害時のエネルギー供給は

重要な観点であることか

ら、各エネルギーのメリッ

ト・デメリットなどを踏ま

えて、最適なエネルギー源

の導入については、蕨駅西
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時とも電気と熱を継続的に

供給するコージェネレーシ

ョン等の自立分散型電源の

導入が有効と考えられる。  

口地区市街地再開発準備組

合とともに、検討を進めて

まいります。 

9 

P20 

都市計画マ

スタープラ

ンの策定 

策定にあたっては、環境に係

る項目を記載するとともに、

地域環境と防災性向上のた

めに家庭ではエネファーム

（停電対応型家庭用燃料電

池）、商業系ビルでは環境負

荷の少ない都市ガスによる

コージェネレーションの設

置促進を掲げてほしい。 

都市計画マスタープラン

は都市計画に関する基本的

方針であることから、ご意

見については、個々の計画

の策定等の際に参考として

まいりたいと考えておりま

す。 

 


